
JP 2015-516028 A5 2016.6.23

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成28年6月23日(2016.6.23)

【公表番号】特表2015-516028(P2015-516028A)
【公表日】平成27年6月4日(2015.6.4)
【年通号数】公開・登録公報2015-036
【出願番号】特願2015-511550(P2015-511550)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   8/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  14/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    8/06     　　　　
   Ｃ０８Ｆ   14/18     　　　　

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フッ素化ポリマー樹脂の熱誘起変色を低減させる方法であって、前記フッ素化ポリマー
樹脂は水性分散媒体中のフルオロモノマーを重合して水性フッ素化ポリマー分散体を形成
するステップ、および、前記水性媒体から前記フッ素化ポリマーを単離して前記フッ素化
ポリマー樹脂を得るステップにより生成され、
　前記方法は、前記水性フッ素化ポリマー分散体を酸化剤に曝露させるステップ
を含む方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３７】
　４）以下の式により定義されているとおり、標準に対するＬ*の変化％を用いて、処理
後のフッ素化ポリマー樹脂の熱誘起変色の変化が特徴付けられる。
Ｌ*の変化％＝（Ｌ*

t－Ｌ*
i）／（Ｌ*

Std－Ｌ*
i）×１００

Ｌ*
i＝初期熱誘起変色値であって、このタイプのフッ素化ポリマーのための開示の試験法

を用いて計測される熱誘起変色を低減する処理前のフッ素化ポリマー樹脂に係るＣＩＥＬ
ＡＢスケールにおけるＬの計測値。
Ｌ*

t＝処理済熱誘起変色値であって、このタイプのフッ素化ポリマーのための開示の試験
法を用いて計測される熱誘起変色を低減する処理後のフッ素化ポリマー樹脂に係るＣＩＥ
ＬＡＢスケールにおけるＬの計測値。
ＰＴＦＥに対する標準：計測したＬ*

Std-PTFE＝８７．３
ＦＥＰに対する標準：計測したＬ*

Std-FEP＝７９．７
　なお、本発明は、特許請求の範囲を含め、以下の発明を包含する。
１．フッ素化ポリマー樹脂の熱誘起変色を低減させる方法であって、前記フッ素化ポリマ
ー樹脂は水性分散媒体中のフルオロモノマーを重合して水性フッ素化ポリマー分散体を形
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成するステップ、および、前記水性媒体から前記フッ素化ポリマーを単離して前記フッ素
化ポリマー樹脂を得るステップにより生成され、
　前記方法は、前記水性フッ素化ポリマー分散体を酸化剤に曝露させるステップ
を含む方法。
２．前記方法が、ＣＩＥＬＡＢカラースケールにおけるＬ*の変化％による計測で、熱誘
起変色を少なくとも約１０％低減させる、１に記載の方法。
３．前記水性フッ素化ポリマー分散体が、前記熱誘起変色を引き起こす炭化水素系界面活
性剤を含有する、１または２に記載の方法。
４．前記水性フッ素化ポリマー分散体が炭化水素系界面活性剤の存在下で重合される、３
に記載の方法。
５．前記酸化剤が酸素源である、１～４のいずれか一項に記載の方法。
６．前記酸素源が、空気、酸素リッチガス、オゾン含有ガスおよび過酸化水素からなる群
から選択される、４に記載の方法。
７．酸化剤への前記曝露ステップ中における前記分散体の固形分含有量が、約２重量％～
約３０重量％である、１～６のいずれか一項に記載の方法。
８．前記フッ素化ポリマー樹脂が、パーフルオロオクタン酸アンモニウムフッ素系界面活
性剤を用いて製造された同等の商業的品質のフッ素化ポリマー樹脂の前記Ｌ値よりも約４
Ｌユニット低い初期熱誘起変色値（Ｌi）を有する、１～７のいずれか一項に記載の方法
。
９．前記フッ素化ポリマー樹脂を後処理するステップをさらに含む、１～８のいずれか一
項に記載の方法。
１０．前記後処理ステップが、前記フッ素化ポリマー樹脂を酸化剤に曝露させるステップ
を含む、９に記載の方法。
１１．前記後処理ステップと、前記水性フッ素化ポリマー分散体を酸化剤に曝露させるス
テップとの組み合わせによりもたらされる前記ＣＩＥＬＡＢカラースケールにおけるＬ*

の変化％により計測される前記熱誘起変色の低減が、前記水性フッ素化ポリマー分散体を
酸化剤に同一条件下で曝露させることのみによってもたらされる前記ＣＩＥＬＡＢカラー
スケールにおける前記Ｌ*の変化％よりも少なくとも約１０％大きい、９に記載の方法。
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